戦時期満州の軍事鉄道輸送 : 河村弁治「自昭和十四年至昭和十七年満州に於ける鐡道整備」の紹介 by 兒嶋, 俊郎
はじめに
　本稿は河村弁治が残した資料を紹介し、戦時下日本の軍事輸送の実態を探ろうとするものである。河村弁治は士
官候補第３４期（工兵、大正１１年７月２８日卒、同年１０月２５日任官）、以後鉄道輸送の専門家としての道を進んだ。１９３７
年には大本営運輸通信長官部参謀 （参謀本部第三部第九課・鉄道担当兼任）。その後関東軍に転出し、１９３９年関東軍
司令部第三課（兵站担当）参謀（鉄道担当、少佐）。その後第１９軍高級参謀（南方）、第５５師団参謀長（南方）、第四
特設司令部高級部員を経て敗戦時は仙台地区鉄道司令官（大佐）であった２。
　その経歴が示すとおり、河村は旧日本陸軍内の鉄道（軍事）輸送の専門家であり、日本内地・旧満州・中国大陸
にわたる旧軍の輸送実態に通じていたと思われる。その河村が残した資料が、河村弁治「自昭和十四年至昭和十七
年　満州に於ける鐵道整備」である。本資料は河村が１９４８年８月にまとめたものであり、本人が「緒言」で断って
いるとおり、資料など不十分な中まとめられたものだったと考えられる。しかしその内容には、関東軍と満鉄の関
係や関東軍特種演習の実状、満洲防衛計画と輸送能力の関係など、興味深い内容が多い。以下その内容を紹介し今
後軍事輸送研究を進める際の手がかりとしたい。
１　目次と概要
　まず資料の目次は以下のとおりである。
第一　緒言
第二　昭和十四年初頭に於ける鉄道状況並にこれに関する交通事情
一、要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六、満鉄の経営組織
（註一、満洲國経済建設要綱抜粋）　　　　　　　七、軍事鉄道業務の状況
（註二、満洲産業開発第一次五箇年計画抜粋）　　八、鉄道の戦時準備
二、満洲鉄道建設計画
三、北鮮鉄道及三港の建設、委託経営経過の概要（欠）
四、大連港の経営及葫島、大東港の建設（欠）
五、道路、自動車、水運等（欠）
（７-１４頁欠３、「一、要旨」の終わり近くから「五、道路、自動車、水運等」の途中まで）
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兒　嶋　俊　郎
（長岡大学教授）
１ 以下本資料引用個所については、必要な句読点を補っている部分がある。また、満州、満州国には本来「」をつけるべきで
あるが、煩瑣になるため省略する。
２ 河村に関しては『陸海軍将官人事総覧　陸軍編』（芙蓉書房、１９８１年）４５９頁、及び『帝国陸軍編成総覧　第１巻』（芙蓉書
房、１９９３年）４２６～４３３頁による。
３ 資料に付されている頁番号は、見開き二頁に対して一つだけ頁番号が打たれている。従って８頁の欠落は実際には１６頁分の
欠落となる。
第三　昭和十四年より昭和１６年夏頃までの状況
一、要旨
二、満洲経済開発と作戦上の要求との調整
三、具体的内容の説明
１   第七次線　　　　　　　　　
２   第五次、六次線の竣工　　　
３   主要停車場施設の改良
４   港湾能力の整備
大連　北鮮三港と北鮮線　葫島　大東港
５   車輌および鉄道工場
６   鉄道輸送の統制と軍事輸送の処理
７   自動車および小運送
８   北満水運事業
船舶状況　運輸状況
９   資金、資材
１０  鉄道の戦時準備及防空
要旨　戦時満洲鉄道管理の問題　大陸鉄道機関の輸送協議会
戦時準備業務指導に関する関東軍、野鉄の分担　鉄道動員計画の策定
朝鮮鉄道との關連　防空
四、成果の概望
第四　獨蘇戦開戦時期より大東亜戦への進展時代における状況
一、関特演による鉄道動員の実施と集中輸送
二、関特演実施による鉄道の整備状況
１　集中輸送実施に伴ふ直接の附帯事項　３　作戦準備全般より観たる鉄道の整備
２　輸送幹線の能力増強
三、戦時満洲鉄道に対する軍管理問題の解決　（以上本稿）
四、関特演以後の鉄道輸送
１　ダイヤの編成　　２　集中輸送　　３　輸送統制の強化　　４　鉄道以外の輸送統制
五、陸運転嫁輸送
六、戦時準備の促進
１　鉄道関係　　　　２　野鉄関係　　３　特設鉄道隊関係　　４　資材業務関係
５　水運業務関係　　６　工作関係　　７　労務対策
七、満鉄改組
１　満鉄新京支所の改組（始め一頁のみ残）　　２　満鉄全般の改組（欠）
八、満鉄調査業務の調整（欠）
　この様に、河村の資料は１９３９年初頭の満洲の鉄道輸送体制の解説から始まり（第二）、その後第三では１９４１年まで
の鉄道輸送の課題を①満洲経済開発との関係、②具体的な鉄道輸送能力整備状況、③戦時準備の状況と課題に分け
て説明している。第四では、①独ソ開戦に対応して発動された関特演の実態を紹介し、その上で②それ以降の満洲
鉄道輸送の課題を紹介している。最後の部分には「満鉄改組問題」と「満鉄調査業務の調整」が含まれるが、残念
ながら筆者が入手した資料では大半が欠落している。
－１００－
２ 「第二　昭和十四年初頭に於ける鉄道状況並にこれに関する交通事情」
　以下順を追って資料を紹介する。なお「第一　緒言」は全般的な時局の推移の回想に当てられているため省略し、
「第二　昭和十四年初頭に於ける鉄道状況並にこれに関する交通事情」を紹介する。ただし７頁から１４頁まで（「一」
の途中から「五」のほとんど）が欠けている。また「六」は満鉄組織の概説で新しい内容はない。そのために「一、
要旨」の一部と、全体が残っていて内容的にもみるべきものがある「七、軍事鉄道業務の状況」と「八、鉄道の戦
時準備」を順に紹介する。
　「七、軍事鉄道業務の状況」では鉄道輸送に関する関連組織の推移にふれた後、満州事変前後の満鉄と関東軍、あ
るいは陸軍の関係及び、その関係の変化について、河村の見解を述べている。そこで河村は、軍自身が鉄道輸送と
いうものが軍事活動に占める役割を充分に理解していないと批判している。そのために、交通業務担当者が関東軍
司令部内で第三課と第四課両方に分かれることになったり、満鉄に対する関東軍の監督機関を縮小したり（交通監
督部の廃止など）、といった事態が生じたと批判している。
　「一、要旨」４～６頁
［日中戦争前面化に伴う車輌などの北支転用と華北交通成立に伴う復帰］
　「北支に派遣した鐵道従事員は昭和十四年三月、華北交通会社の設立とともにこれに配属しその補充をなすこと
とし、北支に供出せる機関車一〇〇輌、貨車五，○○○輌は軍の新造車現地到着に伴ひこれと交換して満洲へ還送す
ることとし、満鉄の輸送力低下を防止することとなった。」
　「七、軍事鉄道業務の状況」１７～２１頁
１）鉄道関連組織の改変　１７頁
　① 鉄道関係 - 線区司令部等
　「満州事変勃発するや、軍事輸送の指導と軍事鉄道業務取り扱ひの必要から、関東軍臨時鉄道線区司令部を編成し
て司令官佐伯中佐を長とし、ごく少数の人員を以て業務に當たって居たか４、事変拡大するに従ひ関東軍鉄道線区司
令部、更に昭和十二年八月関東軍野戦鉄道司令部５に改變せられ支那事変勃発とともにこれを動員して北支にもその
業務を拡大するに至った。
　線区司令部（野戦鉄道司令部）は軍事輸送の処理のほか満洲に於ける鉄道（これに關連する水路、自動車を含む）
に關する戦時準備及所要に応じ鉄道部隊勤務令に定むる鉄道監の業務を掌握することになっていた。
　これがため新京に司令部を置き支那（部の間違いと思われる・・・兒嶋）を大連及各鉄道局所在地（奉天、吉林、
牡丹江、哈爾濱、済済哈爾、錦縣）北鮮鐵道事務所所在地（羅津）に設け、なほ関東軍野戦鉄道司令部となってか
らは朝鮮における鉄道の軍事輸送處理をも擔任することとなり、その鉄道局所在地たる龍山に支部を、釜山に出張
所を置いた。
　北支における鐵道業務は支那事變勃発に始まり、翌十三年北支に第二野戦鉄道司令部を設けられるまでの暫定的
のものであった。軍事輸送のためには各支部長の指揮下に必要なる停車場司令部を置き乗下車搭載御下及輸送艦の
給養を擔當（線区司令部当時は廣く鐵道沿線の兵站司令部の業務をも擔任）した。」
－１０１－
４ 『帝国陸軍編成総覧　第１巻』によれば、１９４２年８月８日に、臨時鉄道線区司令部司令官佐伯文　（当時中佐、士官候補第
２３期、敗戦時船舶司令官兼運輸本部長・中将）の名前があがっている。佐伯の後任は安達二十三（士官候補２２期、１９３４年６
月１日着任当時中佐、敗戦時第１８軍司令官・中将、１９４７年９月１０日ラバウルで自決）、その後任は福島和吉郎（１９３５年８月１
日着任当時大佐、敗戦時予備役・少将）。
５ 関東軍野戦鉄道司令部の名前は、１９３４年３月９日付けで見える。司令官は草葉辰巳中将（当時）である。草葉は士官候補第
２０期（歩兵）、参謀本部運輸課長、満州国交通部顧問、第二野戦鉄道司令官、関東軍野戦鉄道司令官、第５２師団長、関東防
衛軍司令官、第四軍司令官を歴任。参謀本部付・待命を経て敗戦時、大陸鉄道司令官。１９４６年９月１７日、自決。以上は前掲『陸
海軍将官人事総覧　陸軍編』２５３頁による。
　② 水運関係－水路輸送部等
 「この外、北満水道を利用する軍事輸送處理のためには水路輸送部を哈爾濱におき、沿岸にその支部を配置した。
大連には停泊場司令部を、羅津、釜山には同支部をおき、宇品運輸部長（支那事變勃発後は第一船舶輸送司令官）
隷下にあって船舶輸送の計畫実施を任していた。」
　以上のように線区司令部は暫時拡大され、満洲・朝鮮全域にわたる鉄道管理と、日中戦争全面化以降は一時期華
北についても軍事輸送業務を担当したことが分かる。
　次に満洲の鉄道の運行と建設を担当していた満鉄との関係である。満鉄は（朝鮮鉄道、内地鉄道も同様であるが）
は軍とは別個の組織である。従ってこれら組織に戦時に対応可能な準備を如何にさせるか、また戦時下でどのよう
に運営するかという点について、陸軍は頭を悩ませることとなった。以下に紹介する嘱託将校の配属、満鉄にたい
する交通監督部などはその試みの一つである。河村自身の評価・反省も交えて回顧される各種制度について紹介す
る。
２）満鉄と関東軍・陸軍との関係 ： 満鉄等に対する軍事指導の制度　１７～２１頁
　① 満州事変以前 / 嘱託将校の配属（参謀本部第三部が担当、満鉄、鉄道省、朝鮮鉄道局）
　「・・・満州事変以前より満鉄嘱託将校を以てする満鐵に對する軍事的指導の制度かあった。これは満鐵のみなら
す鐵道省、朝鮮鐵道局に対しても同様の制度かあったか満鐵に對するものは最も有名である。
　元来鐵道は内地、朝鮮の如く國營たると満洲の如く會社経営たるとを問はす凡て企業機関であり、軍は戦時これ
を軍事的に利用するものである。・・・作戦用兵を當して居る参謀本部としては拱手して自然の推移に委すことは
勿論出来す何とかして鐵道當者を鞭撻して戦時のため支障なき様準備する必要がある。このための一方法として
採用されたのか本嘱託制度である。」
［その意義］
　「即ち軍人としての立場でなく鐵道機関の職員の立場を以て内面的に指導して鐵道側を動かして軍事的要求を取
入れさせることを主眼とする。これにはその人を得ることが先決条件で、各機關に対する嘱託将校の人選及之の指
導は参謀本部第三部としては特に力を用いたものである。」
　② 満州事変以後の対応 / 満鉄嘱託将校制度の廃止（１９３９年）等
　「満州事変勃発後國有鐵道は關東軍司令官の管理下に置かれ、従来の社線に対しても關東軍司令官の軍事上の指
示権を認められることとなり、必要な戦時準備の要求は軍司令官の指示により満鐵をして実施せしめうる態勢と
なったので、今更嘱託将校の手を煩はしてやる必要もない。・・・軍部としては寧ろ軍事上至当の要求事項で満鐵の
平時経営能力以上に出づるものに對しては、むしろ政府をして補償せしむる如く措置を講じたる上、これを指令実
施せしむる様に業務を正規の軌道に乗せさせるべきである。斯くの如き見地から昭和十四年にいたって満鐵嘱託将
校制度を廃止した。」
［なぜ満鉄嘱託将校制度の廃止が遅れたか？］
　「・・・満鐵としてはこれを逆に利用して軍の強き要求を緩衝せんとした嫌ひなきにあらす。」
　③ 他の在満鉄道関係監督機関 
［対満事務局と関東局］
　「なほ右の外に（満鐵嘱託将校制度をさす・・・兒嶋）、對満事務局及關東局即ち日本政府機構内に事務官を配置
せられた。これは満洲國及満鐵全般の指導に關するもので軍政機關系統に属するが、鐵道関係将校の事務官は對満
事務局および關東局に最小限必ず一名宛は配置せられて居た。
　これと満鐵嘱託将校との關係を如何に在らしむるや人的配置による組み合わせについては特に留意せられて居
－１０２－
た。」
［関東軍司令部・交通主任参謀配置の問題点］
　「關東軍司令部内には交通主任参謀あり。交通関係全般につき作戦關系と政策關系とを問はず兼任して居たが、
昭和十三年末における關東軍勤務令の改正により第三課は作戦關系、第四課は政策關系に判然分離し、従って交通
主任参謀も両課に置くこととなり、業務上の統制連絡に繁鎖を加へることとなった。」
［関東軍司令部交通監督部廃止とその後の対応］
　「また満州に於ける交通監督業務は満州事変勃発以来、關東軍司令部内に交通監督部を置き専任せしめてあった
が、昭和十二年末以来の編成改正でこれを廃止し、交通監督官制度となし現地監督を主とし、奉天鐵道総局内、満
鐵新京支社内に夫く監督官室を設けこれに當らしめたのが昭和十三年末。更にこれも廃止し、關東軍司令部内に交
通室を設け、数名の文官の監督要員と主計将校一名を参謀第三課、第四課に分属し協同してこれに當らしむること
となった。」
［交通監督制度変遷に対する河村の評価］
　「斯くの如く交通業務を分割し、又は交通監督機関を縮小して軍交通業務を弱体化したのは何故か。・・・交通業
務の本質を解せず作戦と政策指導とは劃然と區分すべきものなりと考える一般概念より万事を律したる結果、その
犠牲となったのである。・・・凡てを渾然一体的に扱はねば実施できぬ性格のものである。これを區分せんとすると
ころに本質上の錯覚がある。」
　「・・交通監督業務は國有鉄道に対する軍司令官の管理権の発動であり、政策的事項である。これを區分して交通
監督部門の權限を圧縮せんするも所詮出来ざる相談である。
　特に不可思議なることは交通業務を参謀部第三課第四課分担事項に區分し、交通監督業務をもこの區分により分
担せしめんとしたことである。然るが故に軍司令部内の交通業務は支離滅裂の状態となり、被監督者たる満鐵から
鼎の軽重を問われんとするに至のである。」（１９３３，３４年当時）
［顧問の配置］（満州国交通部顧問室）
　「・・・軍関係の鐵道業務としては以上のほか顧問（一字不明）があった。顧問となるものは大体少将級であっ
て、主として満鐵に對し重要事項の指導を担当する初代の顧問は後宮大佐６、次いで草場少将、渡邉少将７と続いた
が、昭和十二年秋以後は配置せられなかった。」
３）鉄道隊の配置と拡大
　「満州に於ける鉄道隊は事變勃発當時は全然なく、若干時日を経て鉄道隊将校を長とする数十名よりなる一般を
派遣し、主として鉄道牽引車による鉄道占領の任に當らしむる事となった。蓋し満州事変勃発前後は鉄道隊不要論
が中々盛んで、特に満洲では満鐵従事員を以てする軍鐵一体の活動にて十分目的を達し得べしとの説が大勢を制し
た結果と思惟せられる。
　しかしながら事變勃発後の状況はこの迷夢を覆し、遂に数ヵ月後に千葉鐵道第一連隊を満洲へ派遣し、事件の擴
大に従ひ鐵道の占領、迅速建設等に任ぜしむることとなり、昭和九年には鐵道第三連隊を満州に編成派遣し、更に
昭和十一年には第四連隊を新たに設けることとなった・・・。」
－１０３－
６ 後宮淳。士官候補第１７期。大正１４年１２月２日、関東軍付（満鐵嘱託）、その後第４８連隊長など歴任の後、昭和７年２月５日、
関東軍付（満州国交通部顧問）。同年５月４日、特務部鉄道主任兼任となる。昭和９年８月１日、参謀本部第三部長、その後
陸軍省人事局長、軍務局長等を歴任。昭和１６年７月７日、支那派遣軍参謀長。敗戦時は在満第三方面軍司令官、陸軍大将。
１９５６年１２月２６日、シベリアより帰国。以上は前掲『陸海軍将官人事総覧　陸軍編』２１６頁による。
７ 渡邉右文。士官候補第２１期。昭和８年８月１日、参謀本部運輸課長（後に野戦運輸通信長官部部長を兼任）。その後昭和１２年
１０月３０日、参謀本部第三部長。昭和１５年１２月３日、予備役編入。同１８年７月２８日没。同上書２６２頁による。
［鐵道隊への認識不足への河村の批判］
　「・・・後日支那事變より大東亜戦と進展し、逐次に鉄道隊の必要を叫ばるるに至れるも、然しながらこれら技術
程度高き兵員幹部の養成は一朝にならず。機材の整備亦整はず、苦杯を嘗めたがその原因は以上述べたような認識
不足が根本であることを特筆する。」
　以上のように満洲の鐵道業務を監督するため、軍は各種の制度を持ち、人員を満鐵内に、あるいは軍内に配置し
ていた。しかし河村によれば、鉄道業務が日常的な政策課題であると同時に作戦と密接にかかわっていることが関
係者に理解されず、そのため関東軍司令部内で第三課と四課にともに鐵道担当者がおかれるなどの不都合を生じた
と指摘している。また満鉄嘱託将校に関しては、満鉄側が軍を懐柔する側面があったのではないか、といった指摘
もあるが、これは次節においても同様の指摘が見られる。関東軍が現地で効率的に鉄道を監理・運用したいという
欲求と、満鉄が従来からの特権的な地位を維持したい、あるいは軍の際限ない要求を回避したいという要望とがせ
めぎあっていたというのが、河村の評価のように思われる。
　「八、鉄道の戦時準備」　２１～２３頁。
　ここでは戦時における鉄道の運用に備えて準備された、「戦時鮮満鉄道運用規定」、「鉄道ニ關スル作戦上ノ指示第
三號」の二つの規定に関して、その策定の経緯と問題点が指摘されている。いずれの場合も満鉄と参謀本部の間の
直接のやり取りで決まっており、満鉄にたいする指揮監督権を有する関東軍は第一当事者ではない。そうなったこ
とについての河村の見解は、満鉄が関東軍の強い圧力を避けたかったことにあるとしている。またそのようなこと
が許された背景には、当時実践的な作戦準備の観点に立って、戦時鉄道輸送を検討する姿勢が軍全体に欠けていた
ことがあったとしている。
１）満州における鉄道の戦時準備 ： 諸計画・規定など
　「（上記の在満諸制度によって対応するとともに・・・兒嶋）満洲事変勃発後、戦時鮮満鐵道軍事輸送規定により
戦時計畫を進め、また年度毎に参謀本部より示めさるる戦時準備計畫に基いてその年度の計畫を進めて居た。
　なほ昭和（二字不明）年に示された國家総動員計畫基本要綱に於いて、『戦時鮮満鐵道ハ軍ニ於テ管理ス』の規定
により、満洲の鐵道は軍管理となる設想の下に、鐵道の戦時状態への転移計畫を策定した。これを鐵道動員計畫と
称し、参謀本部の指示のもとに關東軍線区司令部、満鐵嘱託将校等の指導により、満鐵輸送委員会主体となり作製
したもので、基本計畫は昭和十一年ごろまでに一通り整備せられ、爾後これが補正並に年度計畫の策定を継続し
た。」
２）戦時鮮満鐵道運用規定の制定と問題点 ： 責任の所在・運用の主体
［戦時鮮満鐵道運用規定］
　「註、参謀本部、満鐵、鮮鐵間の協定として、昭和七年制定『戦時鮮満鐵道軍事輸送規定』がある。この基本協定
に基き参本、局、社と一年毎の廻り持ちで恒例的には年一回、その他臨時に關系首脳者の会合を開き、主としてそ
の年度または翌年度に亘る戦時準備の打合せを実施して居た。
　昭和十一年戦時鮮満鐵道運用規定を制定（参謀総長と満鐵総裁間の協定）。これにより戦時満洲鉄道の軍管理と、
これに關聯して満鐵は鐵道動員実施により軍管理の態勢に轉移する条項を明確に示された。
　運用規定は永久規定と年度規定とに區分せられ、毎年参謀本部は輸送協議会（参謀本部主催にて大陸各鐵道機関
との協議会、関係軍も必要事項につき参與する）を開催して適用規定の改定及年度運用規定の制定を協議する定め
となって居た。
　年度運用規定で定められる主要なるものは戦時鉄道輸送力の設定、これに伴ふ車輌、従事員の増派計畫である。」
［規定の策定過程］
　「此等は何れも作戦計畫の一部であり、高度の機密を要する事項として参謀本部と満鐵とが直接取引きをなし、關
－１０４－
東軍からは主任参謀がこれに立會する程度で、正式協議も参謀総長から満鐵総裁宛発せられた。
満鐵に於いてもこれを計畫する機關は擔任重役および輸送委員会に限定し、嘱託将校が指導に當たって居た。」
［運用上の問題点］
　「・・・この準備計畫を実施に移する場合のことを考へると、随分冒険極まる方法である。即ちその内容は軍政的
措置を伴ふ鐵道管理の問題であり、鐵道動員実施はその性質、軍動員と同様に純然たる軍政事項である。
　参謀本部が満鐵と直接取引きし、單に両者の協定である國家総動員基本計畫に於いて軍管理は規定せられて居る
が、軍の責任者は明示して居ない。
　平時満鐵の管理は日本政府であり、満洲國国有鉄道の管理は關東軍司令官の當である。責任の地位にあらざる
夫れ以外のものが協定して計畫を策定しても、これが実施は誰が発令するか。假令実施しても実施に伴ふ國家的責
任は誰が負擔するかなど幾多の疑点と難点が介在して居たことはここに記すまでもないことであるが、（以下直ち
に下記の文に続く）」
［問題点の背景に関する河村の見解］
　「当時戦時準備については各方面とも熱意昂らず研究もその域まで突き進み得ず。而して戦時準備の担当者たる
参謀本部としてはその責任上放任しておくわけにもいかず、機密保持を重大視せることと相俟って、右の如き措置
に出たものとみえる・・・。」
３）「鉄道ニ關スル作戦上ノ指示第三號」
　「右の外（上記戦時鮮満鐵道運用規定を指す・・・兒嶋）戦時準備の実施としては参謀本部、満鐵間の協定により
参謀本部より指示したる『鉄道ニ關スル作戦上ノ指示第三號』なるものがある。本指示は昭和十一年より始め、数
年の間に約五千万円の予算を以て満鐵をして戦時輸送のためその施設、車輌などを整備せしめんとするものであ
る。
　主として戦時集中輸送に應ずる輸送力の増強、端末停車場の下車、御下能力の整備、補足設備、舊北満鐵道車輌
の整備保有、車輌改軌等に關するもので満鐵の負し得る能力の範囲内にて逐次に実施せしむるもので、期間を明
示して居ない。」
［指示策定の経緯と背景 ： なぜ参謀本部が満鐵と直接やり取りしたのか？］
　「・・・これも当時の一般状況から見て、従来の遣り方を踏襲した丈で特に深い意義はなく、当時の情勢からは戦
時準備の飛躍と思われたものである。
　・・・満洲の鐵道は關東軍司令官に管理を一任せられ、社線に対しても軍司令官は軍事上の指示権を保持して居
るのだから参謀本部としてはこの権限と地位を最も有効に活用して、思ひ切って戦時準備に乗り出すべき有利な状
況におかれて居たが、一挙にそこまで飛躍できなかったのが當時の状態であった。
　満鐵側としても、管理権や指示権を有する軍が命令指示を以て膨大なる要求を強制することを極力警戒し、凡て
当事者間の談合で纏め、満鐵がその責任に於いて引き受け自発的に実施する様な形式にしたいとの希望は、一貫し
て居た・・・。
　・・・事実の経過とともにこの方法は行き窮りを来たした事は當然である。」
３ 「第三、昭和十四年より昭和十六年夏期頃までの状況」
　以下では１９４１年夏までの時期の鉄道業務の紹介を行う。１に示した目次にあるとおり内容は多岐にわたる。本節
の冒頭には目次に記載のない簡単なこの時期の推移を示す文章があり、華北交通の設立、生産力拡充、満鉄付属地
の治外法権の返還、そしてノモンハン事件など、この間生じた出来事が紹介される。その上で「一、要旨」「二、満
洲経済開発と作戦上の要求との調整」等、より詳細な内容につながる。本節では此の「一」以下を紹介する。
－１０５－
　「一、要旨」８　２５頁～２６頁
　まず始めに満州事変後の状況を三つの時期に分け、それと満鉄による七次の新線建設計画とのの関連を明らかに
している。
１）時期区分と各々の時期の対応
　「○イ 　軍事上の必要に基く満洲の鐵道整備は満洲事変勃発直後の状況により緊急実施せるもの・・・。○ロ 　満洲に
おける治安粛清一応成り、満洲國の育成につきても一應の見透しつくに至り、尚ほ北鐵買収によりて満洲内より蘇
聯の基盤を一掃し、また日本國としては二、二六事件後、緊急兵備擴充（一字不明）計畫を確立して對蘇戦備の充
實を図らんとする状況（昭和十一、十二年頃）、○ハ 　支那事變勃発に伴ふ新情勢のため右計畫に必要なる修正を加へ、
満洲を生産地として重要視し生産力擴充と北満に於ける軍備充實とを並行して進めんとする當時の状況（第一次産
業開発五ヶ年計畫の実施、昭和十七年を目標とする軍備充實計畫の実施）に區分して・・」　
［対応した措置 ： 新線建設との関連で］
　「・・第一次乃至第四次線は○イ に該當し、第五次、第六次線は○ロ に、第七次線は○ハ に該当する・・・。」
２）作戦計画と鉄道業務
　「満洲に於ける作戦計畫の策定を全範囲につき関東軍の手に移されたのは昭和十二年 以 外 でありました。この場
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合満鮮鉄道による集中輸送は依然参謀本部の担当となりあり。これを関東軍に委任せられたのは昭和十五年以降で
ある。」
［満州における鉄道業務・作戦計画策定上の問題点］
　「従ってこの間関東軍としては鉄道に對する管理、指示権を有していたが、作戦上の必要より鐵道の整備運用を計
畫準備する立場に置かれて居ない。これらは殆ど参謀本部に於いて掌握しあり。特に支那事變勃発以前にあっては
作戦上鐵道整備については無力の状態に置かれていた。
　昭和十四年以後にあっても、参謀本部は満鮮鐵道による集中輸送を主体として考へて居り、関東軍としては在満
軍備の充實に伴ひ在満兵力の作戦的運用、現地人馬物件の作戦的利用に伴ふ輸送など、集中輸送以外のものも加味
して綜合的にその能力を整備する如く、計畫実施する必要あり。
　又在満兵力の増加作戦資材の現地集積増大に伴ひ、單に集中輸送主体にて鐵道幹線の能力を決定することは無謀
のことであり、敵空襲、潜水艦による輸送妨害を考慮にいるるときは、平時計畫による部隊輸送順序、軍需品の輸
送並びに到着御下（一字不明）は、大巾に修正せらるべく、これらを全部参謀本部が當して実施することは不可
能である。」
［変更 ： 参謀本部から関東軍へ］
　「この見地から昭和十五年に至り上陸地以遠鮮満鐵道を使用する集中輸送は作戦任務を有する関東軍の擔任する
ことに定められ、朝鮮軍は鮮内鉄道輸送につき兵站業務を擔任することとなった。」
　
　このようにここでは前節でも問題になった関東軍と参謀本部の間の権限の問題が取り上げられている。幹線の輸
送能力だけでは決定し得ない、作戦上の輸送能力充実のため、関東軍に作戦任務が移されたとしている。
 「二、満洲経済開発と作戦上の要求との調整」　２６頁-２７頁
［満州内における軍事的要求と経済的要求の乖離］
　南満・東満地域は経済開発地域であり、鉄道整備の要求も通りやすい。ところが、北方の小興安嶺、外蒙古地域
－１０６－
８ ただし本文中には目次にある見出しは付けられていない。これは一から四まで同様である。
については、経済的要求と乖離している。しかしこの地域こそ、「在満軍備拡充に伴い、予想戦場が次第に北満国境
に転移し」た結果、主たる戦場と想定されるに至った地域なのである。ここに、軍事上の要求と、経済的要求が、
開発要求地域の乖離という形で現れることとなった。
　
　「三、具体的内容の説明」　２７～５４頁
１）ノモンハン事件の影響
　ここではまず始めに「ノモンハン事件」が「満洲に於ける國防力並車輌の程度の浅薄さを痛感」させるとともに、
「航空防空など近代科学に立脚せる戦備の必要を現実に訓えられた・・・。」と述べて、同事件が大きな影響を与え
たとしている。具体的には「・・・道路、集積施設、小運総力、労力等關聯する諸能力」の増強の必要性が認識さ
れたのである。以下具体的に対応の内容が説明される。そのうち主なものを以下に紹介しよう。
２）「１．第七次線（昭和十四年一二月決定）」
　まず「１」「２」では幹線鉄道の増設が取り上げられている。「１」では、前々項で「支那事變勃発に伴ふ新情
勢のため、右計畫に必要なる修正を加へ、満洲を生産地として重要視し、生産力擴充と、北満に於ける軍備充實と
を並行して進めんとする當時の状況（第一次産業開発五ヶ年計畫の実施、昭和十七年を目標とする軍備充實計畫の
実施）」に対応した措置としてあげられたのが、満鉄の第七次線建設である。
　ノモンハンは満州の北西方面であり、関東軍が主たる作戦地域として想定してきた地域でもある。第七次線は上
記目的と従来弱体だった該方面への輸送力強化をねらって建設を目指したものである。この「１」ではその線名が
列挙されている（○がついているものは建設した線、他はほとんど路線踏査程度で終わったとされる）。
「○密當線（密山 - 當壁鎮）
孫河線（孫呉 - 孫河）
霍鴎線（霍龍門 - 鴎浦）
墨英線（墨爾根 - 英吉里）
牙黒線（牙克石 - 黒山頭）
○阿伴線（阿爾山 - 伴多蓋）
安大線（安東 - 大石橋）
複線
濱州線（昂々 -牙克石）」
３）「２．第五次、第六次線の竣工」
　で「満洲における治安粛清一応成り、満洲國の育成につきても一應の見透しつくに至り、尚ほ北鐵買収により
て満洲内より蘇聯の基盤を一掃し、また日本國としては二、二六事件後緊急兵備擴充（一字不明）計畫を確立して
對蘇戦備の充實を図らんとする状況（昭和十一、十二年頃）」に対応して建設されたとするのが、この第五次・第六
次線である。
「綏寧線
　　　　　昭和十四年一二月開通
與寧線　
梨雉線　昭和十五年　　月開通
巨新線
通臨線　昭和十五年　　月開通
複線
牡綏線
－１０７－
密山 - 雉西線
圖們 - 汪清線」
　　　
４）「３．主要停車場施設の改修」　２８～２９頁
　「輸送量の増加に伴ひ主要停車場の収容能力不足を告げ、又生産能力増大に従ひ輸送系統、特に物資の流れの上下
を異にするものあり。北満に於いては軍事輸送増加に伴ひ、御下驛の施設拘束を来たすものあり。これか改良と引
込み線新設の要求とが、相次いで生起するに至った。」
（以下２９頁には、実施した改良の内容と施設の一覧が続く）
５）「４．港湾能力の整備」
　　大連港に新集積場と操車場の建設計画　２９～３５頁
　大連に新集積施設の必要性が生じ１９４０年度より５年計画で、「香爐焦付近を中心として約四○○万トンの能力を
有する築港・・・築設し、これに直結して南○（一字不明）嶺に約一五○○輌の能力を有する操車場を設けんとす
るものである。」　大連港の能力向上に関して、「大連港の戦時揚塔能力増強については、陸軍次官より関東軍経由満
鉄総裁宛要望あり（昭和十三年度）」。
［参謀本部の考え］
　「当時参謀本部としては、対北方作戦生起の場合、これらに使用しうる徴用船腹量の従前に比し圧縮せらるること
と、對空對潜上輸送の安全性などを考慮し、北九州―南朝鮮諸港間において船舶輸送系の主体を設定する希望強く、
大連、北朝鮮諸港は次等視する傾向あり。これがためには、南朝鮮諸港の能力強化と、これに連接する鮮内鉄道施
設の能力増強が緊急事項となった。茲に、平戦両時の要求が地域的に乖離し、宛も満州における鉄道に対する経済
的要求と作戦上の要求とが、南北満州に離隔すると同様の状況が生起するにいたり、これが實現は當時の経済的事
情特に資材労力に著しき制約を蒙る状況下に於いては容易なことではない。」
　以下諸港からの発送列車数に関する記述が続く（３１頁まで）。
　　北鮮３港と北鮮線　３２～３３頁
　ここでは北鮮三港と北鮮線について、満鉄から経営を回復したい朝鮮総督府と、経営を継続したい満鉄との間で
複雑なやり取りがあったことが紹介されている。
　結局満鉄による羅清港中心の、裏日本ルート路線に決定。羅清港経営に関する便宜供与の代償として、「昭和十一
年満鉄付属地行政権撤廃に関係し日本政府より満鉄に支払うべき五○○○万円はこれを支払はざることに政府、満
鉄間の了解成立せり（昭和十五年）」となった経緯が紹介された（３３頁）。
　その他葫島港の開発、大東港開発に関する経緯が紹介されている（３３-３４頁）。
６）「５ 車輌及び鐵道工場」 ３５～３６頁
　日中戦争全面化以降、大量の車輌の華北転用に伴い（２－参照のこと）、輸送力を維持するため、鐵道工場への
要求が大きくなった。しかし「資材面」の制約から中々はかどらなかったことが紹介されている。又空襲への対応
も検討されたが実行に移せなかったとしている。
　「鐵道工場は沙河口工場を總局直轄、他は夫々所在鐵道局に分属せしむることとなった。・・・昭和十六年度車輌
新造は業務面より観たる所要は機關車三六○輌、客車六〇〇輌、貨車四，○二五輌のところ、資材面より壓縮せら
れ、機關車二五五輌、客車五九二輌、貨車三，六三○輌と予定せられた。
　軍としては戦時敵の空襲被害による車輌の損害を想定して修理能力を増強し、又工場の空襲被害を避くるため分
散施設すべき必要を感じて居たが、これか具體案については未だ成案なく又現実の輸送難克服に急で、これを実行
する域には到達しなかった。」
－１０８－
７）「６ 鐵道輸送の統制と軍事輸送の処理」　３６頁～３８頁
　日中戦争全面化以降、満洲の鉄道車両を大量に華北に転用し（２－参照のこと）、ために関東軍は作戦上の問題
を抱えることとなり、そのことが１９３９年、華北交通設立後の車輌の還送につながったが、本稿では具体的に滞貨問
題が生じていたことを紹介している。そして、そのことが１９３８年９月から、鉄道輸送を関東軍が統制することにつ
ながったとしている。
　「・・・満洲内では在満軍備の充實と、生産能力の急激なる擴充とに伴ひ輸送要請量増大せるも、鐵道輸送力はか
えって減少を来たせるため、大連港頭及び鐵道沿線の滞貨は次第に増加し、昭和十三年九月より鉄道輸送を關東軍
に於いて統制することとなった。」
　「・・・輸送統制は軍事輸送、総動員輸送、満鉄社用品、一般民需品に区分し、毎月十五日までに翌月分の輸送請
求を関東軍司令部に提出・・。その内容を査定し、輸送計画を作り、毎月二十日過ぎ関係部隊、満鐵輸送主任者及
野鉄担当者会同して内容を審議し、計画を策定し、満鉄にこれが実施を指令すると共に野鉄にも軍事輸送の処理を
命令する。満鐵は輸送請求の内容を詳細検討して、線区別輸送量に応ずるごとく、毎月初めまでに輸送力、特に機
関車の配置転換を行い輸送実施に任ずる。」
［なぜ関東軍が統制したのか］
　「即ち軍事輸送以外の輸送請求の大部分を占むるものは總動員關系及び民需輸送である。これが責任は満洲國政
府である。然るに満鐵は満州国と対立関係にある。従ってこの間においてはこれら両者の監督指導の立場にある關
東軍が自ら統制して計画的輸送を実施することがもっとも適当である。」
８）「７ 自動車及び小運送」　３８頁～４１頁
［自動車の満鉄委託］
　「満洲國国有自動車の満鐵委託経営は「トラック」「バス」概ね半々の状態で、前者は主として軍事輸送に、後者
は都市を中心として旅客交通に運営されていた。」
［自動車の管理・製造・補修］
　大半が輸入自動車、種類はさまざま。満鐵は満洲國国有の自動車運営を委託されていたが、そのうち軍事輸送に
関するもの―トラック輸送―は補修に問題があり、破損するものが多かったため、その運用が改められることと
なった。
　「満洲全般としては同和自動車株式会社がこれら新規自動車の輸入組み立て配給、修理部品の配給を任してい
たが、本會社の業務が頗る低調で、業務停滞勝ちであった。
　軍事輸送に利用せられていた自動車は運転手を附したるものを軍隊が借り上げ使用する方法を採用して居たの
で、補修その他全然顧みられず、時日の経過とともに自動車は損廢甚だしく、昭和十四年度初頭にはついに半数以
上の不可動車を出す情勢になった。」
（満鐵は貸し出し期間中は料金収入があるため、「補修には無関心」だったとしている。）
　「・・・軍自体としては自動車の借り上げ使用制を改め、鐵道輸送と同様にその輸送力を利用する方法によること
に改めた。即ち軍事輸送要請量の見通しをつけ、必要とする區間時期をも明らかにして自動車輸送力の設定を軍隊
より關東軍に要請せしめ、關東軍はこれを査定して必要と認めたる場合、満鐵にこれが設定を指令し、關東野戦鐵
道司令部に輸送處理を命する。」
（自動車の補修は満鉄が担当）
－１０９－
　「・・・路線上の要点には修理機關を設け、又修理自動車を以てする移動修理の方法を併用する・・。」
　　　　
［ノモンハン事件発生への対応： 自動車隊を編成］
　「『ハイラル』以南の補給線上に使用して優秀なる成績を収めたるを以って、この編成装備を北満奥地の特輸（軍
事輸送を言ふ）に適用し、兼ねて戦時への転移に供ふることとしたが、これにより自動車運輸の業績はとみに改善
せらるるに至った・・・。」
９）小運送業の課題　４０～４１頁
　１９３９年当時は国際運輸会社の担当。全満洲における小口輸送組織化を目的に国際運輸の活動内容を「劃期的に・・・
改善擴充」し、「全満に亘る小運送機關たらしめんとする方針で進み」、自動車、馬車、牛車、手車、馬匹、大橇等
も対象とする組織にしようと試みた。具体的には、満鉄主導で、国際運輸が大都市から、関係業者を買収・吸収し
て統制化におく、という方針で臨んだ。
　この目的は概ね達成されたとするが、軍としては「その構成分子の関係上、戦時下軍地又は揚陸地ニ荷役労力、
小運搬力を組織体として轉移使用する域に居たらしむるには、前途遼遠で、やはり陸上勤務隊中心に業務を律する
の外なかった。」
［倉庫業　４１頁　自動車・小運送との関連］
　奥地の倉庫業は手付かずで、防空などの必要から関心高まるものの、対応はきわめて不十分であった。
１０）「８ 北満水運」　４１～４４頁
　半年間凍結のため休眠・ソ連側の警戒もあり低調に推移。
［軍事的観点からの重要性］
　「予想戦場が国境連壌地域に推進せられたるに伴い、渡河、渡航作戦の必要性より、水路の調査、渡航舟筏の保有
が重要作戦準備事項となり、昭和十四年参謀本部船舶班方面より關東軍水上司令部設置の提案あり。關東軍におい
てもこれに同意する向きもあったが、關東軍野鉄との業務調整の関係、水上司令部担当業務範囲等も研究し、とも
かく事情に即応することとした。」
１１）「９ 資金・資材」　４４～４９頁
　日中戦争全面化以降・統制経済移行するが、「（統制への以降は）満洲では鐵道部門が最も立ち遅れの状態であった」。
［関東軍よりみた場合の満鉄の問題点］
　「關東軍としては作戦準備上は固より、満州国指導の見地よりも満鉄の業務状態を斯くの如き推移に委すること
は出来ず強き指導を必要とした。特に日本政府の物動業務に不離的関係にある、満鐵物動業務の計畫指導を担当し
ある關東軍としては、満鐵の資材業務の内容判然せず、業務組織又舊態依然たり。」
［満鉄組織の変更とその目的：日満物動への対応］
　「満鐵資材は満鐵直属の用度部門が大連本社を中心として業務を取扱ひあり。奉天鉄道總局の外に置かれ居るこ
とか組織上の一大癌として存在し居る。満鐵としては資材業務は、鉄道以外に炭鑛部門や本社直轄機関に關するも
のもあり、これを鐵道總局内に置くことは全般を制する所以にあらずとして反對したが、鐵道部門に於けるものが
満鐵資材業務の主体であるので、ついに鐵道總局の組織内に用度局を新設して資材業務に當り、本社用度部の業務
は実質的には付帯的扱いとして兼務せしむることとした。
なほこれと共に新京、東京支社の資材部門の陣容を強化して、日満物動計画中樞との關系を緊密化して立ち遅れの
－１１０－
取り戻しを策した。」
［満鉄総合監査問題］ ４６頁
　「関東軍司令部内に満鐵総合監査の議があった。目的は満鉄業務の実情を的確に把握して適正なる指導改善を図
らんとするもので、参謀部第四課（満州国指導関係・・・兒嶋）主唱、交通室主体にて準備業務を進めんとするも
のである。」
　しかし実際には交通室などが弱体、かつ作戦について担当し得ないところから、「参謀部第三課（作戦関係）とし
ては異議を唱えたので、結局軍参謀長の満鐵視察の際満鐵業務、なかんずく資材業務を新情勢の要求に即応するよ
う至急改善し、満州国政府とも連携を緊密にして渾然一体となり、準戦体制の状態に有らしめることを要望し、關
東軍としては、これに引き続いて、経理監査を実施することになった。昭和十五年の出来事である。」
［物動への対応］　４６～４７頁
　資材業務は体制を整えたが、資材業務は実際は満鉄内で経理の従属的一部門であり、軍のあるいは物動の要求に
すぐ応じられる状態ではなかった。そこで、「金銭予算と並行して、資材予算を立案しまた資材担当部局に各々資材
担当方を置き、用度部門の業務の下地を形成せしむる」ようにした。この結果資材業務は「漸次改善するに至った」
という。
［資金調達］　４７～４８頁
　資金調達（物動に伴う満州内の必要資金をさすと思われる・・・兒嶋）は従前と大きな変化はなく、満鉄の投資
あるいは対満投資の枠組みで実施された。この制約があるため、「一応株の拂込、社債發行限度に標準があり、事業
計画は資金方面より特に埒外に出ることなく、資材特に鋼材の裏づけにて決定せらるる傾向が強くなった」。
　結局ものを言うのは鋼材の調達量ということになる。
　この点につき「鉄道資材取得の隘路は圧延材であったか、これに對しては満鐵より積極的に鞍山製作所に連絡し
軌道、橋桁等主要材の使用には支障を来たさなかった。」
　これに反して、食料統制は深刻な影響がったとしている。
［食料統制の影響］　 ４８頁
　「満洲國自體で実施した食料統制により鐵道労働者の使用管理に困難を来し、・・・満鐵幹部より關東軍に對し便
宜給與方要望ありしも、統制は國家全般の要請に基づくものであるので、満鐵のみに特例を設くる能はず。・・・」
［鋼材の確保と、制約条件下での鉄道建設］　４８～４９頁
　「満洲は對蘇戦備の為特殊関係あり。・・・資材取得上優位に置かれ、鐵道部門も準軍需として取扱はれ、本年の
枠は鋼材一九、八万トンを基準として進むこととなった。これかため新複線關系は某程度に止め既設線の輸送力増
強に重点を指向し、施設の改良車輌の増備に努ることとなった。新複線に於いては、霍黒線の竣工、京賓線複線既
製を目標としたか、前者は全通までに至らす後者は橋梁と輸送拘束を来たしある區間の工事に止むることとなっ
た。」
１２）「１０ 鉄道の戦時準備及び防空」　４９～５５頁
　ここでは軍、中でも関東軍が日本軍として活動するために、鉄道に何を求めたかが率直に述べられている。日本
側にとっては、満洲國は「我が国策の具現実行の為」に作られたものであり、そうであれば、満洲の鉄道も日本軍
の活動に最も都合のよい体制をとるべきだとしているのである。
－１１１－
　　満鉄法人格改変問題　５０～５１頁
　「満鉄法人格改変問題は鉄道の戦時準備上きわめて重要な案件である。蓋し、鉄道を戦時作戦兵器とみるか否か
の問題である。本問題は、満州国が国防国家として育成せられ、満州国の政治経済と不可分関係にある鐵道が獨り、
日本法人として満州国政府の統制埒外に残ることはきわめて不自然のことであり、法人格を改め日満法人として日
満両国政府の監督指導下に置かんとするものである。」
　「・・満州に在りては満州国の政治、経済の内面指導は関東軍司令官の任務であり、満州国政府はこれを表面上に
立ちて具現する機関である。満洲國有鉄道の監理か關東軍司令官の擔任なるに於いてはこの間何等齟隙があるわけ
ではない。・・・・」
　「・・・何故に關東軍司令官に凡てを帰一した組織としたか。それは満州国成立が、わが国策の具現表現実行のた
めこれが一環としての満州国であり、日本にとりては國防第一線の満州国である。鐵道は作戦上の兵器として、軍
隊と一体のものとして取り扱うべきものである。日本国の統帥権下にある軍隊を動かして作戦する鐵道は、日本軍
の自由に使用し得る如く平時より準備し施策すべきが當然である。」
　　戦時の満州鐵道管理　５０～５１頁
　「戦時の満洲鐵道管理を如向にすべきやは、参謀本部第三部に於ては従来より研究せられていたことである。昭
和十一年戦時鐵道運用規定制定に在りては、軍管理とは大本営管理と為し、鐵道動員下令と共に満鐵は全面的に大
本営の管理下に置くことに定めたのである。この基礎となるものは、前述せる如く國家総動員計畫に示す軍管理で
ある。大本営は總管理局を現地に置き鮮満鐵道の管理運用に任ず。總管理局の組織権限などについては満鐵で研究
した一案はあったが、本格的の研究までは進んでいなかった。
　・・・この件については昭和十六年關特演を契機として急速に解決せられるようになった。それについては後述
することにする。」
　　「大陸鐵道機関の輸送協議会」　５１～５２頁
　「従来鮮満鐵道機関と参謀本部とが恒例的に協議会を開催して戦時移送につき協定していたことを更に華北、華
中各鉄道を加へ關系軍参加の上協議せんとするものである。」
　ただしこの点について、満洲と中国占領地域に関しては、大本営の鉄道管理に近い状態が既に実現していたため、
関東軍はこの会議の出席に消極的だったとされる。ただ「従来の慣例もあり」、関東軍も出席したのである。必要事
項は「關東軍満鐵間にありては、新京に於いて研究会を開催して具體的に戦時準備業務の内容を検討するを例とし
た」としている。
　　戦時準備業務における関東軍、野戦鉄道司令部の分担　５２～５３頁
　「満洲における鐵道の戦時準備については關東軍司令官が全面的責任を有するが、その隷下たる關東軍野戦鐵道
司令部をして、幾何程度を分擔せしむるや、關東軍勤務令にはこれか限界は示されて居ない。
　これらは關東軍に於いて策定する年度交通計畫に基づき指示する戦時準備の指示に於て、満鐵擔任業務と、關東
軍野戦鐵道司令官の擔任事項を明示せらるるのである。
　概して關東軍野鐵擔當範囲は既設鐵道上に於ける業務に止め、鐵道の新設、開拓など新規事項は關東軍直接担当
部門として取扱った。これは政策上の問題もあり、防諜上の関係もあった。」
［濱州線海拉爾以西の破壊の担当］
　「茲に關東軍鐵道隊司令部設置後、これに對しては戦時準備業務には關與せしめず、教育訓練に専念せしむること
にした。ただ濱州線海拉爾以西の鐵道破壊は防諜上の必要も在り。特命して計畫準備せしめた。
　鐵道部隊は濱州線の應急破壊の目的に應じ得る如く満洲里―海拉爾間に一ヶ大隊を配置し、また戦時使用を顧慮
して運轉教育を北満三局管内にて実施せしめた外、特に處置することはなかった」。
－１１２－
　　鉄道動員計畫　５３頁
　「・・・鐵道動員計畫の基本計畫は昭和十一年頃迄に一応出来上がり、その後は状況変化に應ずる修正と年度計畫
の策定で、満鐵では総局内の一部門たる輸送委員會の擔當であり、これが指導は關東軍野鐵の任務であって茲に特
筆する事項はない」。
　　朝鮮鉄道との関連　５３頁
　「朝鮮鐵道に對する戦時準備業務の指導は、朝鮮軍司令官の擔任で朝鮮軍司令部将校が鮮鐵嘱託としてこれが内
面指導に當たって居たが、同将校は一面關東軍野鐵支部長として常務を處理していた。關東軍としては鮮満鐵道間
の戦時準備のみならず、常務處理をも圓滑緊密にするため、これを關東軍司令部兼務とすることを主張したが實現
するに至らなかった。然し戦時計畫の策定、年度家予算の編成などについては事前に当事者間に積極連絡して遺漏
なからしめていた。」
　　防空 ： ４０年の防空演習と関東軍の判決　５３～５５頁
　防空問題が本格的にクローズアップされたのはノモンハン事件の時である。またドイツ軍のポーランド侵攻に際
しての、鉄道空襲の実状が判明し、そのことも大きな影響を与えた。
　その結果とられた対応が以下のとおりである。
　「昭和十五年七月には、關東軍情報主任、防空主任は交通主任と共に奉天鐵道總局に満鐵幹部を集めてこれら空襲
實情を説明し防空の必要を強調す。
　茲に於いて満鐵に於いても防空本部基幹となり防衛計畫の策定、防空演習の指導等に積極的に乗出し、同年九月
牡丹江を中心として實施せる鐵道防空演習に於いては、關東軍参謀部野戦鐵道關係者總出動して協力指導し予期以
上の成長を収め得たるも、當時一般的に行はれたる防空演習の域を脱せず、灯火管制、情報傳達、交通統制、防火
消防などの範囲を出ず、蓋し空襲及びその被害につき、軍内部に於いても確乎たる設想なく、概念的状況に出發し
て居たことが主原因である。
　同年秋季、白城市を中心に実施せられたる爆撃演習には、満鐵より演習模型、修理、調査班などを派遣してこれ
に協力したか、軍の使用爆弾僅少且爆撃技術未熟で、損害比較的軽微で終り、却って空襲被害大ならずとの観念を
與えた。」
　さらに空襲下における戦時輸送につき、関東軍参謀部、満鉄、野鉄当事者によって演習員を構成し、「空襲下の戦
時輸送の實功性」について、「戦時輸送の計畫策定上重要なる案件」であり、何らかの方法を以て研究し「基準」を
求める必要があるということから、１９４０年１２月、一週間にわたり演習が実施された（図上演習である。本資料５９頁
に、この時期の演習について「大規模に輸送研究兵棋を実施して・・・」とある）。その結果は惨憺たるものだった
ようで、河村は敵攻撃下の輸送は困難との結果だったとしている（以下参照）。
　「期間は約一週間にわたり、連日実施せる結果、輸送開始後第一週目の終わり頃には線路拘束と下車他の混乱の結
果、輸送困難にて上陸地附近には空車殆ど到着せず。又上陸部隊蝟集して収集し得ざる状況を現出するに至った。
従ってこれか結論として『戦時空襲下に於いて当時計畫せるが如き大規模の集中輸送は実行不可能であるので、集
中輸送は開戦前隠密裏に行ふか、或は機會を利用して航空戦開始に先立ち實施するを絶對に必要とす』と云ふこと
になり、参謀本部にも本演習の情況を報告して考慮を求むることとなった。
　・・・全般的には鐵道側の熱意未だ振るはす、・・・満州国の防空指導のため、内地より招聘せられた佐竹中将９
－１１３－
９ 佐竹保次郎。士官候補第１８期（工兵）。東京帝国大学建築学科卒。昭和５年８月１日工七大隊長。昭和１１年３月７日築城本
部長。昭和１３年３月１日、陸軍中将。翌１４年３月２２日予備役編入。昭和２０年３月１日、第１０方面軍付。前掲『陸海軍将官　
人事総覧　陸軍編』２３０頁
を満鐵嘱託として防空の技術的指導を依頼し次第に認識を向上する様になった。」
　１９４０～４１年にかけての状況についてのまとめ　５５頁
　「・・・資材面より制約せらるること漸次顕著となり、しかも軍事上より北満奥地の開発要求強く、経済的重要地
域と軍事的重点方面とが、その場所を異にし、経営上から二重に施設せざるを得ず。多面、對満投資額の抑制と満
鐵経営成績などにより観て、これらを十全に満足せしむることを得ず。
　なを、満州事変勃発以来相次いで拡張せられたる交通施設、交通業務も、前述の如き四囲全般の情勢に立ち、整
理と拡張の関係を調整して、軍事、経済の要求にじ、日満支を一環する国策の要求に應ふべき重要時期に在った
ものと謂へる。」
　物動計画の実施などに伴い、資材資金両面で規制が厳しくなる中、戦時を前提とした鉄道輸送の実効性という点
でも問題点がろていしていた。このことは関特演に際してより深刻な形で問題となった。
４　「第四　独蘇戦開戦時期より大東亜戦争への進展時代に於ける状況」
　この時期における最重要事項は第一に関特演の実施、次がアジア太平洋戦争の勃発である。関特演の実施は戦時
における大量の兵力集中に大きな問題があることを露呈させた。またアジア太平洋戦争への突入は、大陸における
鉄道輸送の重要さと困難さを同時に一気に高めたのである。
　このことは鉄道輸送や鉄道管理の在り方に大幅な見直しを迫るものとなった。本稿では満鉄改組問題が重要課題
として取り上げられているが、それはこの様な鉄道の軍事管理の問題との関連で云われているのである（ただ残念
ながら満鐵改組問題に関する部分はほとんど資料が欠落している）。以上のことは本稿では次のように要約されて
いる。
 「本時代における重要事項はイ）鉄道動員の実施と集中輸送、ロ）戦時満鉄管理の問題、ハ）満鉄改組である。」
（５６頁）
　また関特演に関しては次のように述べられている。
 「昭和十六年六月二十二日の獨蘇開戦は青天の霹靂であり、これに關連して満洲に於いては所謂関特演（関東軍特
別演習）の名稱の下に、對蘇戦備の強化を実施せられた。」（５６頁）
　以下順に資料を紹介する。
　「一　關特演による鉄道動員の実施と集中輸送」　５６～５９頁
　関特演に関する記述は興味深い部分である。以下のあるとおり、朝鮮内の鐵道管理は關東軍担任であるにもかか
わらず、兵站業務は朝鮮軍が担当し、結局上陸地點に関東軍から、兵站と作戦の参謀を派遣し、部隊と軍需品の揚
陸を監督しなければならなかった。さらに実際の輸送に於いては、部隊の下車地変更などに対応できなかったた
め、軍需品の輸送に多大な問題が生じ、第一線部隊の「非難」をあびることになったとしている。
［鉄道動員の開始］ ５７頁
　「獨蘇戦勃発するや、参謀本部は満鐵輸送に対し鐵道動員の実施の準備を指示した。關東軍としては兵力集中輸
送に必要なる補足設備及これに引き続き生起すべき作戦行動に支障なからしむるため、鐵道の整備を満鐵に命令
し、また既に実施しつありし新複線の迅速建設を満鉄に要求し、鉄道部隊を使用してこれを支援した。すなわち鐵
道動員の実施である。
　但し鐵道管理の問題には触るるところはなかった。参謀本部としては豫てよりの主張の如く満鮮鐵道を大本営管
理に移行せしむるため種々奔走し、且この希望を現地軍より軍中央部に具申することを期待した様子であった。
－１１４－
　然し實際の動きはそこ迄進展することなく推移したのである。これを契機として戦時鉄道の軍管理の問題がはじ
めて本式に取り上げられ積年の懸案は始めて解決するに至った。詳細は後述する。」
［動員態勢 ： 港湾から集中地まで］　５７～５８頁
　「満洲に對する集中輸送は南鮮港湾上陸に引き続き鉄道輸送により南鮮経由及び北鮮経由にて集中地に向ふので
あるが、これが輸送處理は關東軍野戦鐵道司令官の担任で、朝鮮内における兵站業務は朝鮮軍司令官の擔任であっ
た。關東軍司令官の隷下に入るのは鮮満国境通過時である。
・・・（中略）・・・
　ただ、關東軍野鐵は關東軍司令官の隷下部隊であり、朝鮮軍とは指揮関係がなく、朝鮮軍としては兵站機関を上
陸地を始め、鐵道沿線に配置してこれに協力するのである。朝鮮内に止まる局地軍事輸送に関しては、、關東軍野鐵
は朝鮮軍司令官の區處を受けて輸送處理に任ずることは支那事變當初の実績に照らして既に実施せられていたとお
りである。
　茲に於いて南鮮諸港および羅津に於いては船舶鐵道、兵站諸機關併立の形で業務を処理するのであるが、関東軍
としては部隊の掌握、軍需品の授受関係はどうしても上陸地で律せなければ他に方法なし。
　単に野鐵が鐵道輸送の計畫處理を為すため、軍隊軍需品の状態を上陸地で把握するだけでは不十分である。仍っ
て命令下達のためには参謀を長とする連絡機関を、軍需品掌握のためには兵站参謀を長とする連絡機関を上陸地に
殆ど常續的に配置することになったが、補給機関は所謂南満補給諸廠であって陸軍直轄機関である。仍ってこれら
を關東軍司令官の區處下に於いて右の措置をとった。」
［輸送の実態］　５８頁
　「關東軍野鐵は動員完結と共に奉天に本部を移して鐵道総局と一体的活動をなす体制をとった。然るに關東軍司
令部と離隔したため集中地の臨機変更、下 東 地の移動等第一線諸軍の要求に即応する輸送處理のためにはかなりの
ママ
無理があった。
　・・・第一線諸軍から幾多の非難を蒙った。
　軍需品の前送に至ってはさらに極端にて、揚陸軍需品につき事前の通報なきため揚陸資材、軍需品をその到着順
に従ひ、大体の方面毎に迅速に塔載して前送して揚陸地の滞貨を防止したので、御下地別軍需品の内容を的確に判
明せず、後日徹底的な調査を行ひ、これが実情を把握すると共に、各集積地倉庫の集積替えを実施して整理するの
方法を採った。
　以上のように集中輸送や鐵道動員の実施は平素計畫準備していた程度より遥に複雑なるものがあり、臨機対策を
講じて漸く実施したが、これが後始末には可也の混雑があった。幸いに彼我開戦に至らず、第一線作戦行動もなく、
海上特に空中よりの輸送妨害が全然生起しなかったので、比較的容易に実施しえたのであるが、若しこれが開戦下
に於いて行はれたら如何。恂に肌に寝汗を催す次第である。」
　この後前出の１９４０年実施の空襲下の輸送に関する図上演習の記述在り（以下参照）。
　「特に昭和十五年末頃大規模に輸送研究兵棋を実施して、当時の関東軍戦時輸送計畫を検討したところ、戦時空襲
下においてかくのごとく鉄道の最大輸送力を発揮して長期にわたり連続的計画的輸送をなさんとする事は実効性の
見込みなきことを明らかにした。」
［妨害下の輸送に関する本格的研究　１９４２年５月］ ５９頁
　「・・・結局輸送妨害の対策をもあわせて研究せられたのは、翌昭和十七年五月参謀本部主催の下に釜山において
開催せられた戦時輸送研究演習に於けるものであった。
　本演習は主として、船舶輸送に連接する輸送、防衛に関し現地軍当事者をも包含した図上兵棋であって、これに
より上陸地附近を主体とし輸送、防衛、兵站業務の擔任区分、大陸鉄道の輸送處理擔任等を研究して實情に適する
－１１５－
具体案を得ることを目的としたのである。」
（戦時輸送研究演習の詳細については記述なし）
 「二、關特演実施による鉄道の整備状況」５９～６３頁
　「關特演による鐵道整備は、次の三区分に大別することができる。
　１　集中輸送実施に伴ふ直接の付帯事項
　２　輸送幹線の能力増強
　３　作戦準備全般よりみたる鉄道の整備」
［付帯事項の完成］ ６０頁
　「１は、鉄道輸送計畫において關東軍野鉄指導下に満鐵輸送委員会が詳細具体的に計畫準備しありしものにて、集
中輸送に不可欠の施設、即ち北満に對する従事員の増強、運転、配車に對するもの、輸送途中人馬、宿営、給養に
關する臨機措置、乗下車、搭載御下に關する補足設備などである。これらは・・・些かの支障もなかった。」
［満洲東正面の鉄道輸送能力の完成］６０頁
　「２は鮮満を一貫する主要幹線、即ち安奉線、京濱、濱綏線の複線工事竣工の促進、霍黒線、の迅速建設、東當線
の施設強化等であって、京濱、濱綏線は昭和十七年夏までにこれを竣工し、安奉線は竣工時期を一年繰り上げ昭和
十八年までに全線複線化を了することとなり、霍国東當線は何れも鉄道部隊支援下に、昭和十六年度中に連結し得
るにいたった。・・・大満鐵の実力を遺憾なく発揮して・・・。」（６０-６１頁）
　この第二点に関しては、満洲東正面の輸送力を、関特演を契機としてほぼ満たすことができたと評価している。
［満洲北西方面の鉄道建設の困難さ］６０～６１頁
　しかし満鉄による突貫工事の結果、改めて北部、あるいは西方面の鉄道建設は極めて困難なことがわかった、と
している。すなわち該方面の鉄道は、「経済開発的に觀れば価値極めて少なきを以って」、建設とその後の維持に多
大な困難を生じるとしたのである。
　しかし軍事的にはモンゴルのソビエト軍を考えれば、大小興安嶺地帯を越へて大兵力をその外側に展開するため
には鉄道が不可欠で、実際満鉄の第七次線はそれを念頭において決定されたものである。しかし経済的には困難で
あり、「この間の特別措置を考えなければ實現至難なることが明瞭になった」。
　この結果、方法としては、①「資金資材を軍事費軍需資材を以って支辧する」か、②満鉄の予算編成を「軍部が
強力なる援助をなして資金、資材の取得を容易にするか」、③「軍独自の手を持って建設する」か、いずれかしかな
いと判断された（以上６１頁）１０。
［満洲北西方面の作戦想定］６１頁
　以上のように鐵道輸送力不十分な条件の下では、関東軍の作戦も本格的準備を実際には想定しがたいものであっ
た。北正面は第四軍、西正面は第六軍が分担とされたが、鉄道建設の具体的めどが立たない。そのため関東軍司令
部内でも、「作戦も兵站もそこまでの見透し（鉄道建設が具体化するだけの展望をさす・・・筆者）をつける事が出
来ず、結局は鐵道主任者においてこれを推定して進める外なかった」。
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１０ 鉄道建設だけでなく、付属施設の建設や維持も問題であった。この点につき次のように書いている。「仮令鐵道を建設して
も、これを如何にして保守し、運営して行くか、また更にこれに引く續いてこれより支分する道路を整備し、軍隊の駐屯、
軍需品の集積補給等、尚ほ進んでは教育衛生等廣範なる施設や準備を必要とするが、これらが整って始めて骨や肉、皮が揃ひ
活動し得る組織体となるのである。」（６１頁）
［作戦上の見地全般から見た場合の鉄道能力の整備状況］６２頁
　「３は、作戦上の見地全般から見た場合の鉄道能力の整備」である。その内容は更に次の三点に区分される。
①「第一線の作戦推移の予想に応ずるもの」
②「兵站関係の要求に応ずるもの」
③「防衛一般に応ずるもの」
　「三、戦時満洲鉄道に関する軍管理問題の解決」６３～６９頁
［關特演以降の状況］６７頁
　「・・・關特演に對する鐵道問題は処理することが出来たが、鐵道の管理問題は大本営當自者の主唱せる如く実現
するに至らず、鐵道経営者としても満鐵を始め、鮮鐵、支那鐵道共に全ての参謀本部との協定に反し、中途半端な
る結末となったので一様に疑虞の念を抱いたのは当然である。・・・」
［大本営における懇談会：１９４２年初頭］　６７-６８頁
　「・・・大本営としては昭和十七年初頭、満鐵、鮮鐵、華北、華中各鐵道首脳者と懇談してこれが解決の機會を作
ることにした。本懇談には陸軍省幹部および関係現地軍当事者も参加することになった。すなわち本問題は基本國
策事項であり、軍としては軍政的に取扱はるべき性質のものである。
　これを戦時準備の見地より参謀本部が陸軍省と深く協議することなく、一方的に大陸鐵道機關と協定して大本営
管理の想定の下に運用を策定したことに不備があった。・・・
　・・・各鐵道は総裁（満鐵は副総裁、朝鮮は鐵道局長）、各軍は参謀長（關東軍は参謀副長）出席し、陸軍省は關
系局長立會の下に、参謀本部主催して数日間に亘り懇談したる結果、鐵道の戦時管理の方針につき、具体的意見纏
まり、これに引き続き省部間にて研究してこれに適する勅令公布を見るに至った。
　勅令に於ては、戦時管理の責任者は陸軍大臣であり、陸軍大臣は参謀總長に管理事務を委任し得る規定である。
軍管理發動の時期は別に勅令を持って發令せられることとなる（朝鮮および支那鐵道についても夫々特定事項を設
けて本問題は解決せられた）。」
　「四、關特演以降の鐵道輸送」６９～８０頁
　関特演以降の課題は、平戦両時に対応可能な鉄道輸送の体制構築であった。そのため具体的には、ダイヤ編成、
輸送処理統制の強化などが課題となった。ただここでダイヤ改正について述べられているところでは、関特演以前
の対応に止まっており、なおかつ、ダイヤ改正は関特演実施に際してきわめて効果的に機能したと、高く評価して
いる。
１）　「ダイヤの編成要領」６９～７１頁
［戦時輸送編成ダイヤの基本的考え方］
「・・・戦時輸送は先づ集中輸送を主とする軍事輸送であるので、貨物列車の速度を基準とした併行ダイヤを使用
し、給養驛又は大量の乗下車地点を連接するものである。・・」
［問題点］
「・・・一概に集中輸送と称するも、その輸送量は當時の状況によりて變化し、又波動がある・・。」
「・・・又小事の状況の變化に對應するためには事前輸送も実施せられる可能性も多く、特に空襲下の輸送混乱を
避けるためには、成るべくこの方法が要望せられる。」
［従来の対応］
「・・・参謀本部、鐵道省両省間當事者にて毎年開催せられた戦時輸送計畫策定協同作業（通稱「強羅會議」）が
元来軍事輸送計畫策定演習なる趣旨に發足したもので、一枚の輸送計畫表を如何に調整するかという技術的作業に
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つき、鐵道関係者をして研究訓練しておく程度のものであったので、斯くの如き根本的の問題に対する關心はきわ
めて薄く・・・。」
［新たな対応：具体的な軍事輸送ダイヤの設定方法］
　１９３７年度戦時輸送計畫策定作業の報告會議（４月に、福島県飯坂鉄道会議所で開催）で問題が露呈したため以下
の対応となる。
「・・・急遽各鐵道局ダイヤの關係者を東京に招集して、東海道線、山陽線車區二十本、その他これに準ずる「ダ
イヤ」を挿入した平時ダイヤを作製した。次いで單區三十本、四十本に應ずるものを準備した（実際に使用したの
は東海道線最高三十三本であったと記憶する）。このダイヤ編成は當時使用していた平時ダイヤから急行列車、旅
客貨物と列車取り消しの順位をつけ、軍用列車の増加に伴ひ逐次これを取消して單區を設定する。その最大限を上
述の如く二十本、三十本と設定せんとするものである。・・・」
［１９３８年度以降の対応］
「昭和十三年度以降、鐵道省の戦時ダイヤ策定方針は一變し、平時ダイヤはこれを随時必要に應じ戦時ダイヤに移
行し得ることを条件として設定する。即ち平時ダイヤ抹消の順位を豫定し、これに代るに軍區ダイヤ幾本かを設定
するのである。
以上の方法は満鮮の鐵道に於いても當然採用せらるべきものであるので、種々論議はあったが、軍鐵當事者研究
の結果、昭和十六年度よりこれを採用することになった。關特演に於いてはこの計畫準備の上に立ちて、集中輸送
が実施せられたので、戦時ダイヤを採用しても軍事輸送の緩急増減に應じ、能くこれを軍事輸送以前の鐵道輸送と
轉喚融通でき、既述の如く満鐵の擔當せる輸送に關する限り極めて斎整的確に実施せられ、而かも輸送能率を最高
度に発揮することができたのである。」
２）　集中輸送　７１～７４頁
　ここで具体的に論じられているのは、「輸送処理」、すなわち様々な連絡箇所を経由して行われる輸送の、様々な
連携処理の状況、対応する組織系統などを紹介している。
［関特演の際の輸送処理業務］
「輸送処理、輸送実施の擔任區分は、満州事變以来恒例的にとり来たれるものをそのまま踏襲（満鮮一貫のものは
關東軍司令官の命ずるところにより、又朝鮮内のみに終始する輸送は朝鮮軍司令官により、何れも關東軍野鐵司令
官が輸送を処理し、輸送実施は夫々鮮鐵、満鐵の擔任、被輸送部隊の指揮隷属の轉移は大本営の指示により、軍需
品は最終御下地に於いて交付）、部隊の派遣及び輸送は大本営の指示により、軍需品は兵站総監の指示により前送交
付されるが、部隊の輸送順序、輸送時期を示す輸送概見表は集中輸送の基準を示すことには變りないが、輸送處理
担任者に於いて状況に應じ臨機変更を認めて居る。
即ち船舶輸送處理者に於いて若干の變更あり。上陸後の鐵道輸送は特別の事情なき限り部隊の上陸に伴ひ滞留部
隊を生かせざる如く逐次前送するのである。
而して、上陸部隊の南鮮諸港上陸の時期及びその搭載區分が、適時輸送處理擔任者たる關東軍野鐵司令官（奉天
にあり）、又は部隊の使用責任者たる關東軍司令官（新京にあり）に連絡せられることは望み得ないことが多く、止
むを得ず釜山に有力なる連絡機関を配置して臨機処理することとしたが、僥倖にも単に集中のみで作戦行動を伴は
なかったので、特別の輸送混乱を生ずることなく終始した。
軍需品南満補給廠分派機関を南鮮及び北鮮揚陸港並大連に配置して、揚陸軍需品を逐次前送する手續をとらしめ
たが、關東軍としては、受領を的確にするためには一応軍需品を揚陸地にて掌握することが最も望ましいことであ
るので、これら南満補給廠を關東軍司令官の區處下に置き、その業務を実施せしめた。」
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［問題点］
「然しその衡に當れる機関は極めて微力であり、満州における到着地の状況や作戦上の緩急要度等についての知
識は皆無に近く、送票の示すところにより、機械的に處理したに過ぎない。さらに送票を発行する中央補給機関に
ありても、現地の實状と遊離したる机上計算により前送を計畫指定せるものも少なくない。・・・後日これが現況調
査と集積替えを大規模に実行するのやむをえなかったのである。・・・」
［対応］
「・・・昭和十七年五月参謀本部が主催してこの（輸送處理業務並びに、敵の妨害への対策も含む・・・筆者）對
策研究の機會を作ったのは當然である。
然しこの研究演習は船舶輸送とこれに連接する南鮮揚陸地に於ける業務處理を主体とせるものであって、關東軍
の担任する作戦上の動きをも充分考慮に入れた、輸送業務處理方策の研究までには進み得なかったのは至極残念で
ある。」
［結論］
　当時対ソ戦は關東軍が担任しており、なおかつ「内線作戦」を前提としていた関係上、大本営が輸送処理を担当
するのは不適当とされ、関東軍が上陸地以遠については全て担当することとなった。
［関特演の際の関東軍司令部と野戦鉄道司令部の問題点］
　関特演の際、關東軍司令部は新京に、野鉄司令部は奉天鉄道総局に転移して対応した。この間両者の連絡に問題
があった。
「又野鐵は輸送計畫の作製及び發地處理を野鐵龍山支部に担任せしめたので、揚陸地における計畫處理も十分と
は申せなかった。」
［関特演後上記問題への対応として出された意見］
「野鐵司令官としては本実績に徴し、野鐵本部は将来関東軍司令部と同位置にありて輸送處理に任ずるを絶対必
要とし、總局輸送機関を關東軍司令部位置に招致すべきであるとの對策意見を具申せられた。關東軍司令部として
も至當の意見なりと思惟し、満鐵本社の新京移轉問題を取り上げて研究を進めることになった。」
［他の要改善事項と限界：朝鮮半島南部諸港の能力向上］
朝鮮半島南部諸港の「揚塔能力の増強（泊地繋船、荷役、集積、小運送）、集積地及び宿営能力の強化、軍需品の
集積、積込能力の増大、車輌収容能力の増加は緊急の問題として取り上げられた。
然し南鮮諸港の管理運営は内地の延長であって、利権錯輳しありて、これが解決には幾多の難問題あり。」
参謀本部は朝鮮総督府に働きかけ、釜山、烏山、三千浦、麗水、の港湾工事の強化と、釜山、昌源、三狼津、鎮
海、烏山等の鉄道工事を促進させた。１９４２年下期に至ると、「大陸物資の朝鮮経由運轉稼輸送実施の必要上さらに拍
車を加へらるるに至った。」
［連絡機関の強化］
「・・・軍部としては、關東軍が戦時大連に海陸運輸、兵站、通信綜合分派機關を設けて現地業務を一括處理せん
としたる趣旨をそのまま南鮮に採用し、大本営、關東軍、朝鮮軍及び船舶輸送を包含する現地業務處理綜合機関を
置き、又内鮮間の有線電話回線の一部を輸送處理専用として、宇品、釜山間を直通せしめることにつき、對策を進
めた。」
［大陸輸送協議会の設置］
「尚ほ大本営の主唱により、車輌及び従事員の彼我運用については、大陸輸送協議会を組織して鐵道機關相互協議
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して、綜合運用せんとするの議起り、陸運轉稼輸送により、本要請は急速に実現することとなり、昭和十八年初よ
り奉天に常置せられた。その内容は、朝鮮鉄道局、満鐵、華北交通より派遣せられたる委員を以て構成せられ、關
係軍主任者も指導の立場よりこれに加はるとなった。」
３）　「輸送統制の強化」　７４～７９頁
　軍事輸送の実施とその恒常化。満洲の経済建設推進。このような事態に対応するための輸送力強化が要求する資
材輸送量の増大。この様に相互が可憐試合ながら増大する輸送量に対応するため、輸送の統制強化が求められた。
ここではこの問題が紹介される。
［軍事輸送実績等］
「關特演は鐵道輸送力を軍事輸送の実施に集中したのであったが、その開始より集中の一應完了迄の約二ヵ月半
に亘る期間の軍事輸送量は總輸送量の約五割程度であった。戦時輸送の計畫で軍事輸送に全輸送力の八五％まで使
用する考案に対し、遥に下回って居る。これは作戦下の戦時輸送にあらず、且万事好調に実施せられた・・・。
然し兵力集中後の軍事輸送量は、貨物總輸送量の三割以上になった。即ち従来は月平均軍貨一○○万屯乃至一二
○万屯程度の輸送であったものが、一躍して一六○万トンを上下するようになった。
　一方満洲における生産力の擴充は益々之を高調せられ、鐵道輸送力の増強のためには満鐵社用品（特に砂利、運
轉用石炭）の輸送量は次第に増加する。
　軍事輸送、総動員物資の輸送と満鐵社用品の輸送で、總輸送量の八〇乃至九〇％を占める。
　満州内の鐵道輸送状況にては、輸送統制を強化して限られたる車輛と施設を利用して、輸送能率を最大限に發揮
せしむることが第一に講ぜらるべき對策である。」
［輸送統制の為の措置］
　①月間輸送計画策定打合せ会議
「・・・茲に於て毎月二十日過ぎ、關東軍司令部に於て開催する月間輸送計畫策定打合せ會議には、現地軍主任参
謀並に補給廠主任将校は必ず出席してその査定資料を提供して、作戦準備実行を適切ならしむることとし、又過去
の實積を報告して参考資料とした。・・・」
　②野戦鐵道司令部輸送処理
　軍貨の積載量につき、満鉄と打合せを行い、荷役・小運送の状況を勘案し、滞貨が発生しないよう計画に努めた。
［輸送統制による改善］
　半年ほどで改善効果が現れたとされる。「・・・面目を一新し、車貨の逆輸送、二重輸送は殆ど是正せられ、驛に
おける積卸小運搬業務は、著しく改善せられた。・・」
［輸送増大の内容とそれが要求した鉄道能力向上］
「車貨の増加の内容は、兵力量増大に伴ふ常續補給量の自然増加の外、兵舎、倉庫等の建築、飛行場新改築に要す
る建築材料、砂利、セメント類の大量増加、補給廠に對する大量作戦集積等が主要なるもので、至るところ鉄道引
込線の要求あり。」
［軍貨増大と満鐵の営業との關係］
　引込線建設などは満鉄委託で実施された。又軍貨輸送自体の増加により、満鉄は「その営業的見地より軍貨運賃
の値上げを要求したが、軍事輸送運賃の改訂は独り満鐵のみを對象とするあたはざる性質のものなるを以て早急に
実現し得ず。應急措置として、旅客運賃の値上げにより、十八年度予算編成上の収支均衡を得ることとした。」
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［満鉄社用品の運送に関する統制の必要性］
「關特演における鐵道緊急要求に伴ひ、満鐵社用品の輸送量増大亦著しきものあり。鐵道の新改築用材料、就中砂
利、木材に於いて然り。而して月額一○○万屯以上に上る満鐵社用品は、満鐵擔當部門個々の請求により輸送せら
れつつありし従来の慣行は、その内容要度等につき、綜合検討を加ふることなく、又之を綜合する社内部門もなく、
所謂慣れ合い輸送の儘、當時に至れるを以て、社内一般に統制輸送に関する認識は極めて不良である。この弊を打
開することが緊要となった。
仍って軍事輸送處理に對し採れると同様満鐵社用品についてその請求を取纏め、綜合的に検討して要度を判定し
て輸送計畫策定に資し、なほ實積を明らかならしむる如く満鐵をして處置せしめた。・・・」
［満州国の関与］
　生産力拡充は満州国に求められた一大国策であり、その遂行の観点から、満州国は「官民合同」の輸送会議を提
議したが、鉄道を管理する関東軍の意向もあり次のように措置された。
「月間輸送計畫策定時期を利用し、満洲國關係當局者、王安特殊會社當時者を関東軍司令部に招致して、輸送懇談
会を開き（軍、鐵道関係主任者は當然これに出席する）、輸送實積につき事情の説明を求むると共に、阻害する条件
の排除方策を研究し且輸送請求の内容を説明せしめて、計畫策定の参考資料とした。」
　河村は以上の諸措置によって、１９３９年９月から始まった鉄道の輸送統制は一応の成果をもたらしたとしている。
　なおこの後に、註一・二が続く。その内容の一部を紹介する。
［註一より、輸送統制委員会］
「北支に於いては、軍官民を網羅し、厖大なる人員を持って輸送統制委員會を構成して統制に任じた。
關東軍に於いては、参謀部の少数人員と、野鐵の關係参謀、關東局主任係長、及び満鐵輸送當時者を以てする数
名の人員を以て主掌せしめて、之を為し得た・・・。・・・この間に在りて、満鐵配車係長山口外二が關東軍司令部
の一員としてその全能力を傾注して之が完遂に當れる努力を看過してはならぬ。・・・」
［註二より、関東軍野戦鉄道司令部の任務］
「關東軍野鐵は軍事輸送の處理がその任務である。關東軍命令により、または關東軍輸送處理規定の定むるとこ
ろに據り處理するのである。」
４）　鉄道以外の輸送統制　（略）
５）　鉄道の隘路打開
「・・・當時急激にその欠陥を増大したものは、施設の不備に基く操車能力の不足と、荷役小運送能力の不足であ
る。前者は奉天を筆頭とし、新京、哈爾濱、牡丹江等大量輸送を扱ふ操車場である。・・・・後者は主として北満に
おけるものである。國際運輸の能力を總動員して、北満にこれを繰り出しても、全面的救済とはならぬ。止むを得
ず軍隊自ら荷役、小運送に任じたことは既述せる通りである。」
「五、陸運轉稼輸送」　８０～８２頁
［北鮮諸港整備問題］
「・・・企畫院第五部が中心となり、解決を図る事となった（物資の確保・輸送・・・筆者）。
　なお、これに先立ち陸軍省に於ては、整備局長を長とする調査團を北鮮に派遣し、羅津港を主用する日本海航路
を利用する物資の輸送強化につき研究し、同地の軍補給集積能力強化の措置がとられた。満洲側としては、北鮮経
－１２１－
由の輸送は鐵道輸送力並に港湾能力の能率的使用の見地より従来より強調しありものにして、これが企畫実現を強
調した。」
［対日物資供給］
「昭和十七年十月企畫院主任事務官来満し、陸運轉稼輸送に期待する主要なる物資は、北支及び満洲の對日供給物
資であり、これを南鮮諸港経由機帆船約四〇万屯を以て、阪神へ海路輸送せんとするものであるが、鐵道輸送は満
鐵の絶大なる協力を希望するとの連絡である。
　ついで一二月初頭より派遣團は、南鮮諸港及び鉄道状況視察の上、同月半京城に鮮、満、支各軍、鐵、政府關係
者の参集を求め協議會を開いた。
　同會議は、・・・十七年度第四、四半期分の對日供給物資（石炭、、雑穀、銑鉄等）約三〇万屯の輸送である。
　満洲側としては、北支炭を鞍山へ、密山炭を對日へ、又關東州は依然海上輸送とし、山東の陸送を要望した。
又昨年の實積に徴し満洲特産の輸送を極力要求した。
　結局南鮮港湾の集積能力が本輸送量の最大隘路となり、次いで朝鮮における機關車、及び乗務員の不足、 官 車不
ママ
足がこれを阻害するものである。
　これに對しては満州に於ける輸送力を一乃至二割壓縮して、朝鮮を援助するの外ない。斯くの如くして、第一次
轉稼輸送は發足した。
　なお本輸送には内地○（一字不明）休帰帆船約四〇万屯を徴用充當する計畫であった。爾後船腹不足の為、本輸
送は更に擴大して継續せられた。」
　「六、戦時準備の促進」　８２～９７頁
１）　「１、鉄道隊關係」８２～８４頁（途中８２の２，３，５として図挿入）
「關特演により新たに内地で動員せられて派遣せられたる第一鉄道監部、鐵道第二聯隊、第一鐵道材料廠並に在満
鐵道隊（關東軍鐵道隊司令部、鐵三、鉄四）は動員せられて、第三鐵道監部、鐵道第三、第四聯隊となった。」
（部隊配置など）
關東軍第一鐵道隊（哈爾濱）　　　　
　長　第一鐵道監　高崎少将　　　　
　鐵道第二聯隊　　　　　　　　　　
關東軍第三鐵道隊　　　　　　　　　　　　　　　　
　長　第三鐵道監　佐藤少将　　　　　　　　　　　　　　　　　
　第三鐵道監部　　（牡丹江）　　　　　　　　　　　　　　　　
鐵道第三鐵道聯隊（哈爾濱、一部満州里）
鐵道第四聯隊　　（牡丹江）
第一鐵道材料廠　（牡丹江）
（部隊使用案）　８２～８３頁より要約
第三鐵道隊は第一方面軍（牡丹江）指揮下に入り、東正面（虎頭など）の作戦に対応（満州里配備の一大隊と鉄
道材料廠の一部除く）。約二大隊は第三軍正面（綏芬河東東寧方面）、他の主力は第五、第二十軍方面に使用（東蛍
鎮、虎頭方面）。
第一鉄道隊（第三聯隊の一大隊、鉄道材料廠の一部を属す）を、第二方面軍（済済哈爾）に配属し、北及び西正
面に對する作戦に使用する。
上記に関連する地図、「其一、東正面」、「其二」「其三」、「其四」が残されている。
「其一、東正面」は虎頭方面の鉄道地図であるが、これを見ると、虎頭の先の川の部分に矢印をして、「渡河及改
軌連接」と指示があり、作戦時には渡河の上、鉄道を連結する予定だったことが分かる。
　「其二」は綏芬河方面であるが、ここでも綏芬河の先の部分、ソ連領のクロデコウとの間に矢印で「占領準備」の
－１２２－
指示がある。また東寧から先に軽便鉄道を敷設するよう指示している。
　「其三」は黒河方面であるが、こちらは黒河と小興安・山神府間の鉄道路線について「軌道の撤去又は破壊」の指
示がある。又同時に納金口子から先を軽便鉄道で延長するよう指示がある。
同様に「其四」は満州里方面であるが、満州里と海拉爾の間の鉄道路線について、「破壊」の指示がある。
　この様に東方面ではソ連領への展開を考えていたのに対し、北・西方面では鉄道を破壊してソビエト軍の進行を
遅らせるに主眼が置かれ、積極的な攻勢は考えていなかったことが示されている。
　なお上記作戦実施のため、関東軍は「在満鐵道隊練成上の指示」に基づいて幹部育成を指示したものの、「鐵道隊
長は作戦計畫の内容を承知して居ないので、關東軍野鐵の擔任して居る満鐵戦時準備の指導に乗り出したとき傾向
を示し、地味なる訓練には兎角熱が入らない。仍って、廣軌車輛の取扱、連轉渡河準備、並に従来等閑視せられて
いた軽便鉄道の敷設運轉など、具体的に訓練事項を示して能力の欠を補うように指導せられた。」としており、鉄道
隊長にも作戦計画が知らされていなかったことが分かる。
２）　「野鐵關係」　８４～８５頁
　野戦鉄道司令部員は、各地に派遣されており、統一的な訓練困難であり問題が多かった。結果的に、関特演に際
して実施された集中輸送に於いて「満鐵の輸送実施が極めて斎整に出来たのに比し、野鐵の業務處理について現地
諸部隊よりとかくの非難があったのは、止むを得ざるところである。又鐵道技術に通暁せず、現場鐵道業務に慣熟
しあらざる野鐵支部又は停車場司令部に鐵道動員実施に伴う現地指導を擔任させることは、夫れ自体に無理があ
り、適切なる成果を得ざることが當然である。」
３）　「特設鉄道隊關係」８５～８７頁
［特設鉄道隊編成に至経緯］
　日本軍では元来第一線とその後方地区の戦場における鉄道業務は鉄道連隊が担当し、その後方の占領鉄道は鉄道
従事員による「野戦鉄道團の如きもの」をあてる予定で、実際盧溝橋事件以後の日中戦争で実践した。しかしその
評価は惨憺たるもので、ここに「特設鉄道隊」編成の必要が生じた。
［編成と隊の実状］
　１９４１年から動員計画に示される。編成は、隊司令部一、運輸工務、工作、用度各一となっていた。特設鉄道隊は
「臨機動員下令」で編成されるため、日頃から準備が必要とされた。実際には満鉄がこの任に当たることとされ、
５，５００名からなる部隊編成の準備を進めた（大半が鉄道従事員を軍属として徴用）。ただし当時人材不足は深刻で
あり、結果的に「人的素質の低下は相当甚だしきものあり。給與改善と相俟って、能力向上に特段の措置を講ずる
必要に迫られていたものと感ぜられた」とされる。
４）　「資材業務關係」８７～９０頁
　ここには関東軍に於ける物資の調達系統が示されているので、それを紹介する。
　「軍鐵道資材の整備補給」
軍隊←關東軍野戦兵器廠←南満補給廠←兵器本廠
　　　　同支廠　　　　　兵器關係　　兵器支廠
　　←關東軍野戦貨物廠←南満補給廠←被服證關系
　　　　同支廠　　　　　貨物関係　　糧秣廠關系
　　　　　　　　　　　　　　　　　　衛生材料廠關系
　　←関東軍野戦航空廠←南満補給廠←航空廠關系
－１２３－
	

	
	
	

	

	

	


	
	
	
	
  !"#$%&
	

	
		
	

	

	

	
 !"#$%&'()*+,-./
	
 
!"#$%&'(!
	
 !"#$%$%&'()*+
	

	

	
 !"#$$%&'"#$&$$$
	
 !"#$%&'()*+,
	

 !"#$
%&'(
	

		

			


	
	

	

	

	

	

	


	


 !"#$%
&&'(
	
		 !"#
　「満鐵改組」９７頁（略）
おわりに
　以上河村弁治「自昭和十四年至昭和十七年　満州に於ける鐵道整備」を紹介してきた。本資料の価値は、第一に
関東軍の鉄道担当参謀としての経験に基く、内部事情の詳細な紹介にある。陸軍内部の対立や食い違い。満鉄や朝
鮮総督府など関係機関との複雑な関係が、軍の輸送責任者の観点から明確に述べられている。
　第二は、ノモンハン事件や関特演の際の輸送業務の実態が明らかになっていることである。中でも関特演に際し
ての混乱状況は、当時者ならではの証言といえよう。
　第三に、このような重大な事項が、輸送業務やそれに関連した軍及関係機関の態勢に、どのような影響を与えた
かが具体的に分かることである。関特演の際の混乱や、敵側の攻撃・妨害を想定した場合の対応が、輸送、あるい
は作戦計画などにどのように影響を与えていったかが述べられている。
　最後に軍事作戦の観点から見た満鉄のあり方の問題点が指摘されていることである。満鉄改組に関する部部が残
されていたらと思わずにはいられない。本資料は戦後十分な資料もない状況のもとでまとめられた。そのためデー
タなどには不十分な点も多い。しかしそれでも、戦時下の輸送業務の実状を示す資料として興味深い内容を持つも
のと評価できよう。
－１２５－
